
１ 単元構想

中学校第２学年 数学科 学習構想案

算数科・数学科の場合、単元の目標を、次のように
設定します。

※「単元の中心的な学習課題」を設定する場合は、教科
書や県学力・学習状況調査問題等を参考に設定する。
※「単元を通した学習課題」を設定する場合は、単元全
体に関わる学習活動（課題）を設定する。(小学校構想案を参照)

□「単元終了時の生徒の姿」に迫るような
具体的な課題（問題）になっていますか

□見方・考え方を働かせて課題解決を図る
ことができるものですか

※「単元を通した学習課題」として示す場
合は、 子供たちが単元を通して興味・関
心をもって深く考えることができる学習
課題になっていますか

実生活（この場合は生活場面や数学の問題）の場
面で、学習したことを生かそうとする姿を想定して、
書き表した例

㋐「～があるとき」に、生活場面や数学の問題場
面を示しています。

㋑「しようとしている」に、本単元の目標や評価
規準を要約している言葉、生活場面や数学の
問題でどのように活用したり、考えたりしよう
としているかを示しています（この場合は、「求
めたい数量を連立方程式を用いて求めようと
する」ことを想定）。

□目標や評価規準等を踏まえ、具体的
な学習や生活の場面での子供の姿
となっていますか
（文末は「～している（しようとしている）子供
（児童生徒）」）

□子供たちと共有したい場合、共有で
きる表現になっていますか

○単元の目標及び評価規準の設定
★「単元終了時の生徒の姿」のポイント

★「本単元で働かせる見方・考え方」
のポイント

単元の中心的な学習課題（単元を通した学習課
題）を踏まえて、どのような視点で物事を捉え（見
方）、どのような考え方で思考していくか（考え
方）を想定して、書き表した例

㋒「～に」に、教科等の特質に応じた見方に関する
内容を示しています。

（※算数・数学の場合は、数量や図形及びそれら
の関係などに着目。単元内容に応じて記述。）

㋓「～考える」「～検討する」に当たる文言に、教科
等の特質に応じた考え方に関する内容を示し
ています。

（※算数・数学の場合は、論理的、統合的・発展的
に考えること）

□単元の中心的な学習課題を解決する
ための見方・考え方となっていますか

□見方・考え方を働かせると深い学び
になりますか

算数科・数学科における学習構想案作成のポイント 熊本の子供を、｢学びの主体」として育てるために！

子供たちに求められる資質・能力を確実に育むためには、「主体的・対話的で深い
学び」の視点による授業改善を進めていくことが重要です。そのため、単元を通し
てどのような子供たちの姿を目指していくのかを明確にイメージし、単元を構想し
ましょう。

㋐ ㋑

２種類の食材を使って副菜を作るとき、条件に合うよ
うな食材を連立方程式を用いて的確に求めていくこと
をねらって、書き表した例

単元の評価規準は、次のように設定します。

（１）の「知識及び技能」の目標については、基本的に
学年目標の該当単元に関する部分の文末を「～でき
る」「～を身に付ける」と示す。

（２）「思考力、判断力、表現力等」の目標については、
基本的に学年目標の該当単元に関する部分の文末を
「～できる。」として示す。

（３）「学びに向かう力、人間性等」の目標については、
いずれの単元においても当該学年の目標である「数学
的活動の楽しさや～とする態度を養う」の部分を示す。

◆「知識・技能」は、単元の「内容のまとまり」〔知識及び
技能〕の文末を「～している」「～できる」とする。「内
容のまとまり」の説明部分等を加えて示すこともある。

◆「思考・判断・表現」は、単元の「内容のまとまり」〔思
考力、判断力、表現力等〕の文末を「～している」「～
できる」とする。「内容のまとまり」の説明部分等を加
えて示すこともある。

◆「主体的に学習に取り組む態度」は、＜①粘り強さ、
②自らの学習の調整、③他の２観点において重点と
する内容、④当該単元の具体的な数学的活動＞の
①から④の内容を含め、単元の目標や学習内容等に
応じて、その組み合わせを工夫して示す。

※単元時数が少ない場合は、1時間ごとの見方・考
え方を記述してもよい。

※単元の「内容のまとまり」を踏まえた記述も可

★「単元の中心的な学習課題」のポイント

㋒ ㋓

※算数科の場合、「内容のまとまり」をそのまま単元とするには
適さない場合があることに注意する。


